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パリのシャルル・ド・ゴール広
場にそびえる凱旋門。ナポレオ
ンの命により建造された。
1889年に建造されたエッフェ
ル塔はパリの象徴。
郊外では広大なブドウ畑を目に
することができる。
コンピエーニュ城では、ナポレオ
ンの絢爛豪華な寝室を見学で
きる。
パリのサンジェルマン・デ・プ
レにある老舗カフェ「フロール」
は数々の著名人が入り浸った。
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本
土
は
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
最
大
の
国
土

面
積
を
誇
り
、
世
界
中
に
海
外
県
を
持

つ
フ
ラ
ン
ス
。
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
米
国
、
日

本
、
中
国
、
ド
イ
ツ
に
次
ぐ
経
済
大
国

（
２
０
０
８
年
）で
、
農
産
物
輸
出
額
は

世
界
第
２
位
の
農
業
国
で
も
あ
る
。
各

都
市
は
、
伝
統
文
化
を
感
じ
さ
せ
る
美

し
い
街
並
み
を
見
せ
る
一
方
、
山
岳
地

帯
や
地
中
海
沿
岸
に
は
数
々
の
有
名
リ

ゾ
ー
ト
を
擁
し
て
い
る
。
ま
た
、
毎
年

８
0
0
0
万
人
も
の
外
国
人
観
光
客
を

集
め
る
観
光
客
数
世
界
一
の
国
で
も

あ
る
。

　

も
う
1
つ
、
フ
ラ
ン
ス
が
世
界
か
ら

注
目
さ
れ
る
点
が
あ
る
。
そ
れ
は
欧
州

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
出
生
率
の
高
さ
。

フ
ラ
ン
ス
の
合
計
特
殊
出
生
率（
1
人

の
女
性
が
一
生
に
産
む
子
ど
も
の
数
）

は
も
と
も
と
高
い
わ
け
で
は
な
い
。
フ

ラ
ン
ス
の
出
生
率
は
ド
イ
ツ
や
イ
タ
リ

ア
な
ど
と
同
様
に
60
年
代
に
急
激
に
低

下
し
た
が
、
90
年
代
後
半
に
回
復
を
続

け
、
２
０
０
６
年
以
降
は
２・
０
近
く

を
キ
ー
プ
し
て
い
る
。一
方
、
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
が
不
安
定
な
が
ら
回
復
を
見
せ
て

い
る
も
の
の
、
日
本
や
ド
イ
ツ
、
イ
タ

リ
ア
の
出
生
率
は
依
然
低
迷
中
だ
。

　

実
は
19
世
紀
初
頭
に
フ
ラ
ン
ス
の
人

概要

国　　名 ： フランス共和国　French Republic
人　　口 ： 約6,400万人
首　　都 ： パリ
国　　土 ： 約54.4万平方キロメートル
言　　語 ：  フランス語
宗　　教 ：  カトリック、イスラム教、プロテスタント、ユダヤ教
通貨単位 ： ユーロ
平均寿命 ： 81.2歳（2008年）
国民1人当たりの国内総生産 ： 34,208米ドル（2008年）

口
は
欧
州
最
大
だ
っ
た
。
だ
が
、
他
国

に
先
ん
じ
て
人
口
停
滞
に
陥
っ
た
フ
ラ

ン
ス
は
、
ド
イ
ツ
や
ロ
シ
ア
な
ど
の
近

隣
の
列
強
国
に
人
口
で
逆
転
さ
れ
、
２

度
の
大
戦
で
は
人
口
が
国
力
に
直
結
し

て
い
る
こ
と
を
思
い
知
っ
た
。
そ
の
経

験
が「
子
ど
も
は
国
の
財
産
で
あ
り
、

社
会
が
育
て
る
べ
き
」と
い
う
社
会
意

識
を
強
く
し
、
い
ち
早
い
少
子
化
対
策

を
後
押
し
し
た
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

　

フ
ラ
ン
ス
は
欧
米
の
主
要
国
の
中

で
、経
済
的
な
家
族
支
援
が
最
も
手
厚

い
国
の
1
つ
。
低
所
得
者
で
は
な
く

一
般
世
帯
を
対
象
と
し
た
手
当
は
な
ん

と
約
30
種
類
。さ
ら
に
、親
の
ど
ち
ら
か

が
子
ど
も
が
３
歳
に
な
る
ま
で
育
児
休

業
を
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
も
画
期
的

だ
。
少
子
化
に
あ
え
ぐ
日
本
で
は
、
こ

れ
に
見
習
う
べ
き
だ
と
の
議
論
も
し
ば

し
ば
起
こ
る
。
少
子
化
克
服
の
ヒ
ン
ト

は
、本
当
に
こ
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

Text:Takashi Watanabe（editor's CAMP）　地球地図：CraftMAP　http://www.craftmap.box-i.net/
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少子高齢化社会に向け てに学ぶ

少子化問題を
乗り越えた先駆者

フランス共和国

日本と同じように先進国の多くが

少子化問題にあえぐ中、

フランスは出生率を高いレベルで

維持し続けている理由は？

その秘密を探ってみた。2

観
光
客
数
世
界
一
の
国
が

見
せ
る
意
外
な
一
面



安心して子どもをたくさん持てる支援
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ど
も
と
一
緒
に
過
ご
す
人
も
い
ま
す
。

ま
た
、
仕
事
と
家
庭
と
い
う
ダ
ブ
ル
の

負
担
を
中
休
み
で
解
消
す
る
人
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。
ほ
か
に
も
、
週
５
日

を
す
べ
て
時
間
短
縮
す
る
80
％
勤
務
の

ほ
か
、
職
種
に
よ
っ
て
は
フ
ル
タ
イ
ム

で
１
週
間
働
い
て
次
の
１
週
間
を
休
み

に
す
る
50
％
勤
務
も
可
能
。
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
に
合
わ
せ
た
働
き
方
の
選
択
肢

が
豊
富
な
の
で
す
」

　

実
際
に
短
縮
勤
務
を
選
ぶ
の
は
ほ
と

ん
ど
が
女
性
。
フ
ル
タ
イ
ム
で
働
く
社

員
と
賃
金
や
待
遇
の
格
差
は
な
い
が
、

や
は
り
評
価
や
昇
進
で
は
差
が
出
て
し

ま
う
と
い
う
。
と
は
い
え
、
仕
事
を
手

放
し
た
く
な
い
と
考
え
る
女
性
に
と
っ

て
、
心
強
い
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
こ
と
に

変
わ
り
な
い
。

　

フ
ラ
ン
ス
の
少
子
化
対
策
に
お
い
て

注
目
す
べ
き
ポ
イ
ン
ト
を『
産
め
る
国
フ

ラ
ン
ス
の
子
育
て
事
情
』の
著
者
で
あ
る

牧
陽
子
さ
ん
に
伺
っ
た
。
ま
ず
、
日
本

で
よ
く〝
所
得
制
限
な
し
〟と
紹
介
さ
れ

る
手
厚
い
家
族
支
援
に
つ
い
て
ど
う
評

価
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

「
フ
ラ
ン
ス
の
所
得
制
限
な
し
の
家
族
手

当
は
、
実
は
子
ど
も
２
人
の
家
族
か
ら
。

子
ど
も
１
人
家
庭
に
は
３
歳
ま
で
支
給

さ
れ
る
月
１
７
７・
９
５
ユ
ー
ロ（
約

２
万
３
0
0
0
円
）の
基
礎
手
当
し
か

な
く
、
こ
れ
に
は
所
得
制
限
が
あ
り
ま

す
。
内
容
を
細
か
く
見
て
い
く
と
、
子

ど
も
が
多
い
家
庭
に
対
し
て
、
手
当
が

特
に
手
厚
い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
」

　

所
得
制
限
の
な
い
家
族
支
援
は
20
歳

未
満
の
子
ど
も
２
人
家
庭
で
月

１
２
３・９
２
ユ
ー
ロ（
約
１
万
６
0
0
0

円
）、
子
ど
も
３
人
家
庭
で
２
８
２・７

ユ
ー
ロ（
約
３
万
７
0
0
0
円
）、
４
人
目

か
ら
は
１
人
に
つ
き
月
１
５
８・７
８
ユ
ー

ロ（
約
２
万
5
0
0
円
）が
加
算
さ
れ
る
。

こ
れ
に
加
え
て
子
ど
も
が
３
人
以
上
で

所
得
が
一
定
以
下
の
家
庭
に
は
、
月

１
６
１・２
９
ユ
ー
ロ（
約
２
万
１
0
0
0

円
）の
補
足
手
当
が
あ
る
。（
※
以
上
、

2
0
0
9
年
の
給
付
額
）。
さ
ら
に
、

　2004年にフランス人男性と結婚し、2007
年に長女を国立病院で出産した広美さん。妊
娠中の健診や出産費用が国民健康保険でカ
バーされたことには、特に感心したそうだ。

「自営業の私には女性事業主用の妊娠手
帳が発行され、会社勤めの女性同様の収入
援助がありました。産後の筋肉矯正のリハビ
リが10回まで無料というのにも驚きました。ま
た、約10万円の出産準備金が支払われます

が、これはフランスでは一般的に高価なベビー
カーを購入したり、早くも子ども部屋作りに充
てる人が多いようです」
　広美さんは日本で保育士をしていたこともあ
り、現在、託児施設は利用していない。
「いざという場合には、義理の両親が娘を見
に来てくれます。フランスでは、赤ちゃんのころ
からおじいちゃん、おばあちゃんと親抜きで長
期間過ごす子どもも多く、子どもがいても夫婦
で外出するのが普通なので、祖父母の協力
が不可欠。また、フランスでは定時帰宅が普
通で、帰宅途中に一杯…という習慣もないの
で、父親が育児に積極的に参加することがで
きますが、それも子育てのしやすさにつながっ
ていると思います。日本と比べると、街中で子
連れの人や妊婦さんに手を差し伸べてくれる
人がたくさんいるのも頼もしいですね」

上／グラフィック
デザイナーのご主
人と広美さん。右
／よく面倒を見て
くれるおばあちゃ
んと瑛眞ちゃん。

牧さんはフランスで育児をしながら、子どもを持つ女性34人
のほか、有識者への取材を続けた。

1歳7カ月時 の 長
女・瑛眞（エマ）ちゃ
ん。フランスでは
珍しい 母 乳育児
は、驚かれること
も多かったとか。

る
と
26
・
１
％
だ
っ
た
。
そ
れ
が
、

２
０
０
４
年
に
は
３
歳
未
満
の
幼
児
が

い
る
女
性
に
限
っ
て
も
、
子
ど
も
１
人

で
80
％
、
子
ど
も
２
人
で
も
59
％
が
働

い
て
い
る
。
さ
す
が
は
育
児
休
業
の
効

果
か
と
感
心
し
て
い
る
と
、
牧
さ
ん
か

ら
は
意
外
な
答
え
が
返
っ
て
き
た
。

「
フ
ラ
ン
ス
の
失
業
率
の
高
さ
は
深

刻
。
い
く
ら
法
的
に
育
児
休
業
前
の

地
位
が
保
障
さ
れ
て
い
て
も
、
自
分
の

キ
ャ
リ
ア
を
守
る
た
め
に
多
く
の
人
が

で
き
る
だ
け
早
い
復
職
を
希
望
す
る

た
め
、
実
際
に
育
児
休
業
を
フ
ル
に

取
得
す
る
人
は
少
数
派
で
す
。
フ
ラ

ン
ス
の
女
性
が
働
き
続
け
ら
れ
る
大
き

な
理
由
は
、
育
児
休
業
で
は
な
く
ゆ

と
り
の
あ
る
労
働
環
境
に
あ
る
と
思
っ

て
い
ま
す
」

　

フ
ラ
ン
ス
の
法
定
労
働
時
間
は
週
35

時
間
で
、
Ｅ
Ｕ
の
中
で
も
ひ
と
き
わ
短

い
。
ま
た
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
年
５
週
の

バ
カ
ン
ス
が
労
働
法
に
明
記
さ
れ
、
誰

も
が
こ
れ
を
き
っ
ち
り
と
消
化
す
る
。

週
35
時
間
労
働
は
年
間
で
平
均
し
て
達

成
す
れ
ば
よ
い
の
で
、
超
過
分
を
有
給

休
暇
に
回
し
て
、
さ
ら
に
バ
カ
ン
ス
を

長
く
す
る
強
者
も
い
る
そ
う
だ
。
週
35

時
間
労
働
は
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
を
目
的
に

導
入
さ
れ
た
。
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
は
広
く

雇
用
を
生
み
出
し
て
失
業
を
防
ぐ
と
同

時
に
、
労
働
の
負
担
を
抑
え
る
こ
と
で

仕
事
と
家
庭
の
両
立
に
も
一
役
買
っ
て

い
る
。

「
フ
ラ
ン
ス
で
は〝
80
％
勤
務
〟と
呼
ば
れ

る
週
４
日
勤
務
は
ご
く
一
般
的
で
、
学

校
が
な
い
水
曜
日
を
休
み
に
し
て
、
子

子
ど
も
が
多
い
家
庭
に

手
厚
い
家
族
支
援

　フランスの子育て事情を知る隠れた教材が映画。親子が描かれた近年の作品を
見てみよう。『パピヨンの贈りもの』は、仕事や遊びに忙しい母親に寂しさを感じてい
る8歳の女の子エルザが主人公。ひょんなことから同じアパートに住む老人と旅をす
ることになって……。フランスの大人が子どもを安易に子ども扱いしない会話が興味
深い。一方、少年の学校生活や習い事、田舎でのお泊まりなどのシーンを見られる
のが『ぼくセザール10歳半 1m39cm』。週末以外は一人暮らしをしている自立した
友達らとの交流を通して、10歳半の目から見た世界が描かれている。『赤ちゃんの逆
襲』は、前世での恨みを持った赤ちゃんが自分の父親に意地悪をし続けるというブラッ
クなファンタジー・コメディ。フランス人の乳児期の子育ての様子が垣間見える。

映画に見るフランス子育て事情

シャルパンティエ広美さん（Webセレクトショップ経営）・パリ在住

column

●パピヨンの贈りもの
監督：フィリップ・ミュイル

5,040円（バップ） 4,935円（アスミック/角川映画） 4,935円（アルバトロス）

●ぼくセザール10歳半 1m39cm
スペシャル・エディション

監督：リシャール・ベリ

●赤ちゃんの逆襲
監督：パトリック・アレサンドラン

子
ど
も
が
３
人
以
上
な
ら
、
鉄
道
や
美

術
館
の
料
金
が
割
安
に
な
る「
大
家
族

カ
ー
ド
」と
い
う
シ
ス
テ
ム
も
あ
る
。
な

る
ほ
ど
こ
の
よ
う
な
仕
組
み
な
ら「
１
人

じ
ゃ
も
っ
た
い
な
い
、
ど
う
せ
な
ら
３
人

く
ら
い
い
た
方
が
得
か
も
…
…
」と
い
っ

た
心
理
が
働
く
か
も
し
れ
な
い
。

　

で
は
、
家
族
支
援
と
並
ん
で
取
り
上

げ
ら
れ
る
こ
と
の
多
い
、
３
歳
ま
で
休

職
可
能
で
復
職
後
も
地
位
が
保
障
さ
れ

る
育
児
休
業
に
つ
い
て
は
ど
う
だ

ろ
う
。

　

フ
ラ
ン
ス
の
女
性
は
自
己
実
現
し
、

経
済
的
に
も
社
会
的
に
も
自
立
す
る
た

め
に
働
く
人
が
多
い
。
日
本
の
女
性
は

子
ど
も
が
小
さ
い
う
ち
は
専
業
主
婦
で

い
よ
う
と
考
え
る
人
が
少
な
く
な
い

が
、
フ
ラ
ン
ス
の
女
性
は
子
ど
も
を
産

ん
で
も
仕
事
を
続
け
て
い
る
こ
と
が

デ
ー
タ
か
ら
分
か
る
。
１
９
６
２
年
に

は
、
子
ど
も（
16
歳
未
満
）が
１
人
い
る

女
性
の
労
働
率
は
42・５
％
、
２
人
に
な

01

フランスの子育てココがトレビアン

そばかす と 太陽　http://petiteparis.seesaa.net/

産める国フランスの
子育て事情

出生率はなぜ高いのか
発行：明石書店

牧陽子さん

東京外国語大学卒業後、NHK勤務を経てパ
リに留学し、パリ第一大学修士（政治学）を
取得。東京大学大学院修士（国際政治学）
を取得後、朝日新聞社に入社。2005年にパ
リで、2006年末に東京でそれぞれ男の子を
出産。産休・育休の間、当時フランスに赴任
中だった夫の下で生活し、現地で出産と子育
てを経験する。2007年に復職。記者。

フランス在住ブロガーが本音をお届け

実
は
少
な
い

育
児
休
業
の
取
得
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　３月になると、フランスは「ホワイトアスパラ」の季節になる。ヨーロッパには、日本の桜前線のよう
に、ホワイトアスパラ最前線なるものがあるほど、ホワイトアスパラは春の訪れを告げる野菜として浸
透している。ホワイトアスパラはグリーンアスパラと本来同種だが、栽培方法の違いで皮が白くなる。
グリーンアスパラが日光を受けて育つのに対し、ホワイトアスパラは土を盛って直射日光を浴びない
ように栽培するため白くなるのだ。フランスでアスパラといえば、一般的にはこのホワイトアスパラを
指す。「マドモワゼルの指先」と称して穂の先を大切に扱い、春に食べるホワイトアスパラを「食べる
象牙」などと賛美するほど、フランス人にとっては特別な思い入れのある野菜なのだ。マナーにうるさ
いフランスにおいても、ホワイトアスパラはフォークではなく指でつまんで食べてよい数少ない食べ物

であることからも、特別な存在であることが分
かる。日本では高価だが、ホワイトアスパラは
深い甘味とほのかな苦味、繊細な香りをぜひ
楽しんでみよう。

　

フ
ラ
ン
ス
で
は
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
の
利

用
も
一
般
的
だ
。
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
は
学

生
の
代
表
的
な
ア
ル
バ
イ
ト
の
1
つ
で
、

時
給
は
６
〜
８
ユ
ー
ロ（
約
8
０
０
〜

１
0
０
０
円
）程
度
。
派
遣
会
社
か
ら

派
遣
し
て
も
ら
う
の
が
一
般
的
な
日
本
の

ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
の
相
場
１
４
０
０
〜

２
０
０
０
円
と
比
較
す
る
と
ず
っ
と
利

用
し
や
す
い
。
さ
ら
に
フ
ラ
ン
ス
で
は
、

東
欧
な
ど
か
ら
女
子
留
学
生
を
受
け
入

れ
、
部
屋
と
食
事
、
お
小
遣
い
な
ど
を

提
供
す
る
代
わ
り
に
子
ど
も
の
世
話
や

家
事
を
手
伝
っ
て
も
ら
う「
オ
ー
ペ
ア
」

も
あ
る
。

　

働
き
方
と
同
様
に
託
児
方
法
も
多
彩

な
選
択
肢
が
あ
り
、
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な

交
渉
に
よ
っ
て
仕
事
と
託
児
の
程
よ
い

バ
ラ
ン
ス
を
保
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

フ
ラ
ン
ス
で
は
託
児
方
法
が
多
様
化
・

個
別
化
し
て
い
る
の
で
、
ま
ず
心
配
な

い
。
こ
こ
で
は
そ
の
例
を
見
て
い
く
。

　

子
育
て
中
の
女
性
や
子
育
て
が一
段
落

し
た
女
性
が
、
自
分
の
自
宅
で
子
ど
も

を
預
か
る
の
が「
保
育
マ
マ
」。
子
ど
も

を
預
け
る
家
庭
が
保
育
マ
マ
の
雇
用
者

と
な
り
、
給
料
の一
部
や
社
会
保
険
料
の

全
額
を
国
に
補
助
し
て
も
ら
え
る
。

２
０
０
５
年
時
点
で
保
育
マ
マ
を
雇
っ
て

国
か
ら
援
助
を
受
け
て
い
る
家
庭
は
約

66
万
世
帯
。
保
育
マ
マ
は
フ
ラ
ン
ス
で

最
も
利
用
さ
れ
て
い
る
託
児
方
法
だ
。

　

ま
た
、
子
ど
も
の
自
宅
で
世
話
を
す

る「
ヌ
ヌ
」も
存
在
す
る
。
英
語
圏
で
は

ナ
ニ
ー
と
呼
ば
れ
、
保
育
の
専
門
知
識

を
持
ち
、
フ
ル
タ
イ
ム
で
子
ど
も
の
面

倒
を
見
る
こ
と
を
職
業
に
し
て
い
る
人

の
こ
と
。
個
人
で
ヌ
ヌ
を
雇
う
場
合
に

も
国
か
ら
の
補
助
が
あ
る
が
、
一
般
的

に
給
料
が
高
い
の
で
、
高
所
得
世
帯
が

利
用
す
る
こ
と
が
多
い
。

　

高
額
な
ヌ
ヌ
を
利
用
す
る
た
め
に
生

ま
れ
た
知
恵
が「
シ
ェ
ア
方
式
」。
例
え

ば
1
人
の
ヌ
ヌ
を
２
家
族
で
雇
い
、
ど

ち
ら
か
の
家
で
両
家
族
の
子
ど
も
の
面

倒
を
見
て
も
ら
う
方
法
だ
。
ほ
か
の
家

族
と
協
力
し
て
託
児
問
題
を
解
決
す
る

　2007年にパリ市に誕生
し、今や市民の足として定
着したレンタサイクルシステ
ムが「ヴェリブ」。ICチップ付
きのクレジットカードがあれ
ば、市内100カ所以上ある
無人の貸し出しスポットで自転車をレンタルできる。
料金は、登録料が1日1ユーロ、7日5ユーロで、使用
料が使用開始から最初の30分は無料、以降30分
ごとに2ユーロが加算される（150ユーロのデポジッ
トが必要）。どこのスポットに返してもいいので、ちょっ
とした移動にスムーズかつリーズナブルに利用でき
る。観光客にとっては、パリに点在する美術館などの
観光名所巡りにとても便利。美しい街並みを眺めな
がらサイクリ
ングも楽しめ
るのでおす
すめだ。

パリの美術館巡りは、画期的な
レンタサイクル「ヴェリブ」で楽しもう！

ルーヴル美術館（写真上）やオルセー美術館（写真
下）、ピカソ美術館など近いけれど、歩くには意外と
距離がある場合にヴェリブは重宝する。

フランス産ホワイトアスパラは日本では
高級食材。国産品はフランス産に比べ
て一般的に細身だが、北海道産などは
リーズナブルで味もなかなかと評判。

少 子 高 齢 化 社 会 に 向 け て

少子化問題を乗り越えた先駆者 フランス共和国
に 学 ぶ

女性が働きやすい
会社と託児の環境

フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な

交
渉
で
託
児
す
る

　

次
に
託
児
環
境
に
つ
い
て
見
て
み
よ

う
。
出
産
か
ら
３
カ
月
ほ
ど
で
復
職
す

る
人
も
少
な
く
な
い
と
い
う
フ
ラ
ン
ス

で
は
、
さ
ぞ
か
し
保
育
園
が
充
実
し
て

い
る
か
と
思
い
き
や
、
３
歳
未
満
の
子

ど
も
に
対
す
る
定
員
は
た
っ
た
の
約
１

割
と
慢
性
的
な
不
足
状
態
。
パ
リ
で
は

両
親
が
フ
ル
タ
イ
ム
の
共
働
き
で
も
子

ど
も
を
入
れ
ら
れ
る
望
み
が
薄
い
と
い

う
か
ら
、
条
件
は
厳
し
い
。
日
本
で
は

母
親
が
仕
事
を
あ
き
ら
め
そ
う
だ
が
、

の
は
実
に
た
く
ま
し
い
。
牧
さ
ん
が
会
っ

た
家
族
の
例
を
見
て
み
よ
う
。

「
ヌ
ヌ
を
１
日
10
時
間
雇
っ
た
場
合
、
国

が
定
め
る
最
低
賃
金
と
社
会
保
険
料
を

合
わ
せ
て
、
雇
う
側
の
負
担
は
月
約

２
３
０
０
ユ
ー
ロ（
約
30
万
円
）。
こ
れ

を
２
家
族
で
割
っ
て
、
託
児
手
当
や
家

庭
内
雇
用
に
対
す
る
減
税
措
置
を
合
わ

せ
る
と
、
実
質
負
担
は
ひ
と
家
族
当
た

り
月
４
５
０
ユ
ー
ロ（
約
６
万
円
）く
ら

い
に
な
り
ま
す
。
80
％
勤
務
な
の
で
週

４
日
で
よ
い
の
に
、
ヌ
ヌ
は
週
５
日
働

き
た
い
と
い
う
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
家
族
は
週
５
日
分
の
給
料
を
払
う

代
わ
り
に
部
屋
の
掃
除
を
し
て
も
ら
う

こ
と
で
折
り
合
い
を
つ
け
た
そ
う
で
す
。

ヌ
ヌ
や
保
育
マ
マ
と
の
交
渉
は
か
な
り

フ
レ
キ
シ
ブ
ル
で
す
ね
」

　

日
仏
両
国
を
比
べ
る
と
、
保
育
園
に

入
れ
る
子
ど
も
の
割
合
や
子
ど
も
の
医

療
費
な
ど
、
自
治
体
に
よ
っ
て
は
日
本
の

方
が
充
実
し
て
い
る
点
も
あ
る
。
で
は
、

日
本
の
改
善
点
と
は
何
か
。

「
教
育
費
が
高
い
な
ど
の
重
大
な
問
題

も
あ
り
ま
す
が
、
最
優
先
課
題
は
男
性

を
含
め
て
労
働
時
間
を
短
く
す
る
こ

と
。
ま
ず
は
不
払
い
労
働
を
な
く
し
、

次
に
残
業
そ
の
も
の
を
減
ら
す
べ
き
で

す
。
不
況
で
企
業
に
と
っ
て
は
厳
し
い

状
況
で
す
が
、
だ
か
ら
こ
そ
、
ワ
ー
ク

シ
ェ
ア
を
進
め
る
好
機
で
す
。
さ
ら
に

正
社
員
の
短
時
間
勤
務
を
広
め
る
こ

と
。
ま
た
、
若
者
が
将
来
を
描
け
る
よ

う
に
不
安
定
雇
用
を
な
く
す
こ
と
も
大

切
で
す
。
女
性
の
生
き
方
を
縛
る
よ
う

な
価
値
観
が
変
わ
り
、
夫
婦
で
、
社
会

で
子
ど
も
を
育
て
る
よ
う
に
な
れ
ば
、

子
ど
も
を
望
む
カ
ッ
プ
ル
が
ず
っ
と
増

え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

　

現
在
、
フ
ラ
ン
ス
で
誕
生
し
た
子
ど
も

の
約
半
数
が
、
結
婚
し
て
い
な
い
カ
ッ
プ

ル
か
ら
生
ま
れ
た
婚
外
子
。
婚
外
子
で

も
嫡ち

ゃ
く
し
ゅ
つ
し

出
子
と
同
様
の
権
利
が
認
め
ら
れ

て
お
り
、
事
実
婚
で
も
減
税
措
置
の
対

象
と
な
る
。
結
婚
し
な
い
人
は
増
え
た

が
、
カ
ッ
プ
ル
が
減
っ
て
い
る
わ
け
で
は

な
く
、
子
ど
も
は
た
く
さ
ん
生
ま
れ
て
い

る
。
自
立
し
て
い
た
い
女
性
が
、
結
婚

や
出
産
を
自
立
の
障
害
と
感
じ
る
こ
と

の
な
い
社
会
環
境
を
つ
く
り
上
げ
る
。

そ
れ
こ
そ
が
、
フ
ラ
ン
ス
の
少
子
化
対
策

の
神
髄
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

photo：ATOUT FRANCE/Hervé Le Gac

photo： ATOUT FRANCE/Jérôme Berquez

フランスの春の風物詩「ホワイトアスパラ」

column03

仕
事
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

多
様
な
託
児
方
法

見
え
て
き
た

日
本
の
最
優
先
課
題

column02
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子育て環境で
日本の方が恵まれている点

牧さんが
考える

育児休業
　フランスでは法律で子どもが３歳になるまでの育児
休業と、復職後に以前と同等の地位を保障することを
義務付けているが、実際には取りにくいという理由で出
産後３カ月ほどで復職することが多い。日本では1歳ま
で母親が育児休業を取ることに対して周囲の理解が
得やすい。

育児休業給付
　第1子に対しては日本の方が育児休業の給付期間
が長い。日本は1歳まで（最長1歳半まで）。フランスは
6カ月間。

子どもの医療費
　日本では、自治体によっては中学生までと
いった長期間にわたって薬代も含めた子
どもの医療費が無料になることがある。
フランスでは公的保険でカバーされるの
は7割程度。
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資
に
か
か
わ
る
リ
ス
ク
を
回
避
す
る
と

と
も
に
、国
の
補
助
事
業
を
活
用
す
る

こ
と
で
コ
ス
ト
的
負
担
の
軽
減
を
目
指

す
と
い
う
も
の
で
し
た
。

「
当
施
設
で
は
竣
工
時
に
山
武
の
中
央

監
視
装
置
を
採
用
し
、十
数
年
に
わ
た
っ

て
利
用
し
て
き
た
と
い
う
実
績
が
あ
り

ま
す
。我
々
の
設
備
や
運
用
方
法
を
知

り
尽
く
し
、既
存
資
産
を
最
大
限
に
有

効
活
用
す
る
山
武
の
提
案
内
容
に
は
大

き
な
魅
力
を
感
じ
ま
し
た
」（
亀
井
氏
）

　

省
エ
ネ
対
策
事
業
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し

て
山
武
が
選
定
さ
れ
、具
体
的
な
省
エ
ネ

メ
ニ
ュ
ー
と
シ
ョッ
ピ
ン
グ
プ
ラ
ザ 

ア
ス
タ

に
一
番
ふ
さ
わ
し
い
補
助
事
業
の
検
討

を
行
い
ま
し
た
。そ
の
結
果
、２
０
０
７
年

4
月
に
は
、環
境
省
の「
温
室
効
果
ガ
ス

の
自
主
削
減
目
標
設
定
に
係
る
設
備
補

助
事
業
」に
応
募
。翌
5
月
に
は
認
可
を

得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。一
方
、ES

C
O

に
つ
い
て
は
、山
武
と
の
間
で
リ
ー
ス
を

利
用
し
た
ギ
ャ
ラ
ン
テ
ィ
ー
ド
・
セ
ー
ビ

ン
グ
ス
方
式
に
よ
る
契
約
を
取
り
交
わ

し
、リ
ー
ス
機
器
の
活
用
に
よ
っ
て
初
期

投
資
を
抑
制
す
る
と
と
も
に
、効
果
が
出

な
か
っ
た
と
き
の
リ
ス
ク
を
回
避
す
る
と

い
う
方
法
を
採
用
し
ま
し
た
。実
際
の
工

事
に
は
、２
０
０
７
年
7
月
に
着
手
。半
年

の
工
期
を
経
て
、２
０
０
８
年
1
月
新
設

備
が
竣
工
し
、同
年
2
月
に
は
全
面
稼
働

を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
主
な
対
策
は
、次
の
よ
う
な
も

の
で
す
。ま
ず
、空
調
機
フ
ァ
ン
と
熱
源
機

の
冷
却
水
ポ
ン
プ
に
イ
ン
バ
ー
タ
を
導

入
。今
ま
で
常
に
1
0
0
%
運
転
を
行
っ

て
い
た
と
こ
ろ
を
、空
調
や
熱
源
の
負
荷

状
況
に
応
じ
て
フ
ァ
ン
や
ポ
ン
プ
の
回
転

数
を
制
御
し
、最
適
な
風
量
、流
量
を
実

現
す
る
方
法
で
、既
存
の
設
備
を
活
か
し

つ
つ
モ
ー
タ
ー
の
稼
働
に
か
か
わ
る
電
力

の
削
減
を
目
指
し
ま
し
た
。さ
ら
に
、売

り
場
共
有
部
分
の
照
明
に
、高
性
能
の
反

射
板
を
導
入
す
る
こ
と
で
照
度
を
確
保

し
な
が
ら
、安
定
器
と
蛍
光
灯
の
数
を
半

減
す
る
と
い
う
対
策
に
よ
り
電
気
代
の

削
減
に
大
き
な
効
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。

「
省
エ
ネ
対
策
の
成
果
は
非
常
に
大
き

な
も
の
で
し
た
。今
回
の
対
策
自
体
の

主
眼
は
あ
く
ま
で
も
電
力
削
減
で
す

が
、運
用
改
善
な
ど
に
よ
る
波
及
的
効

果
は
ガ
ス
使
用
量
の
削
減
に
も
表
れ
て

お
り
、C
O
2

排
出
量
で
換
算
す
る
と
、

ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
と
し
て
設
定
し
た

2
0
0
4
～
2
0
0
6
年
の
3
カ
年
平

均
9
1
8
3
ト
ン
に
対
し
、対
策
実
施

後
の
2
0
0
8
年
度
は
7
4
6
9
ト
ン

に
ま
で
削
減
。ビ
ル
全
体
で

１８.
6
％
と

い
う
大
幅
な
削
減
効
果
を
得
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
」（
比
留
間
氏
）

　

こ
こ
で
達
成
さ
れ
た
1
7
1
4
ト
ン

と
い
う
削
減
値
は
、補
助
事
業
申
請
時

に
削
減
目
標
と
し
て
設
定
し
た

1
2
1
1
ト
ン
を
大
き
く
上
回
る
も
の

で
、そ
の
余
剰
分
に
つ
い
て
は『
国
内
排

出
量
取
引
制
度
』で
ほ
か
の
事
業
者
と

取
引
を
行
い
ま
し
た
。

「
排
出
量
取
引
に
よ
る
収
益
に
加
え
、省

エ
ネ
施
策
で
削
減
で
き
た
コ
ス
ト
に
つ

い
て
管
理
費
を
負
担
す
る
持
ち
分
所
有

者
の
方
々
に
還
元
す
る
こ
と
が
で
き
、

各
持
ち
分
所
有
者
か
ら
も
高
い
評
価
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
」（
住
友
氏
）

「
稼
働
当
初
は
、想
定
し
た
効
果
が
な
か

な
か
得
ら
れ
な
い
と
い
う
状
況
も
あ
り

ま
し
た
が
、月
1
回
実
施
さ
れ
る
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
中
で
、山

武
の
担
当
者
が
そ
の
原
因
や
対
策
方
法

を
詳
し
く
説
明
し
て
く
れ
ま
し
た
。今

後
も
山
武
に
協
力
し
て
も
ら
い
な
が
ら
、

省
エ
ネ
活
動
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
」（
花
水
氏
）

　

さ
ら
に
2
0
0
9
年
度
に
は
、そ
の

効
果
は
ま
す
ま
す
拡
大
す
る
傾
向
に
あ

り
、2
0
0
8
年
度
を
上
回
る
成
果
が

確
実
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
さ
ら
な
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
は
、

我
々
が
地
域
の
お
客
さ
ま
や
持
ち
分
所

有
者
を
は
じ
め
と
す
る
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
の
方
々
に
奉
仕
し
て
い
く
上
で
、と
り

わ
け
重
要
な
意
義
を
持
つ
も
の
で
す
。設

備
そ
し
て
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
プ
ロ
で
あ

る
山
武
の
提
案
に
今
後
も
大
い
に
期
待

し
て
い
ま
す
」（
古
島
氏
）

　

2
0
0
1
年
1
月
に
田
無
市
と
保
谷

市
の
合
併
に
よ
り
誕
生
し
た
西
東
京

市
。都
内
へ
の
良
好
な
ア
ク
セ
ス
を
背
景

に
、東
京
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
着
実

な
発
展
を
遂
げ
る
こ
の
地
域
に
あ
っ
て
、

住
民
の
日
々
の
暮
ら
し
を
支
え
る
商
業

施
設
と
し
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い

る
の
が
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
プ
ラ
ザ 

ア
ス
タ
で

す
。こ
の
施
設
は
、旧
田
無
市
の
第
三
セ

ク
タ
ー
と
し
て
設
立
さ
れ
た
田
無
都
市

開
発
株
式
会
社（
現
：
株
式
会
社
ア
ス
タ

西
東
京
）に
よ
る
、西
武
新
宿
線
田
無

駅
前
の
再
開
発
事
業
の
一
環
と
し
て

1
9
9
5
年
に
オ
ー
プ
ン
。現
在
で
は
、

キ
ー
テ
ナ
ン
ト
と
90
の
専
門
店
を
擁
す

る
大
型
商
業
施
設
と
し
て
、日
々
、買
い

物
客
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。

「
第
三
セ
ク
タ
ー
の
事
業
と
い
う
経
緯

も
あ
っ
て
、周
辺
地
域
に
い
か
に
貢
献

し
、社
会
的
責
任
を
全
う
し
て
い
く
か

が
、こ
の
施
設
に
と
っ
て
の
最
重
要
課
題

で
す
。中
で
も
、時
代
の
切
実
な
要
請
で

あ
る
省
エ
ネ
対
策
に
つ
い
て
は
、コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
の
観
点
か
ら
も
と
り
わ
け

重
要
な
テ
ー
マ
と
し
て
捉
え
、そ
の
推
進

に
向
け
た
検
討
を
継
続
的
に
行
っ
て
き

ま
し
た
」（
古
島
氏
）

「
ま
た
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
プ
ラ
ザ 

ア
ス
タ
で

は
、区
分
所
有
で
は
な
く
共
有
持
ち
分

制
を
採
っ
て
お
り
、定
額
管
理
費
と
エ
ネ

ル
ギ
ー
使
用
量
な
ど
に
よ
っ
て
変
動
す

る
清
算
管
理
費
か
ら
成
る
管
理
費
を
、

持
ち
分
所
有
者
の
そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち
分

に
応
じ
て
ご
負
担
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、持
ち
分
所
有
者
の
管
理
費

負
担
の
軽
減
と
い
う
観
点
か
ら
も
、エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
量
の
削
減
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
し
た
」（
亀
井
氏
）

　

そ
う
し
た
背
景
か
ら
、ア
ス
タ
西
東

京
で
は
２
０
０
３
年
に
設
備
強
化
に
よ

る
省
エ
ネ
対
策
の
実
施
を
決
断
。設
備

メ
ー
カ
ー
や
機
器
リ
ー
ス
業
者
に
対
し

て
提
案
を
依
頼
し
ま
し
た
。そ
の
際
に

要
件
と
し
て
掲
げ
ら
れ
た
の
は
、

E
S

C
O

＊１

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
よ
っ
て
投

所　在　地：東京都西東京市田無町　
　　　　　　2-1-1
設　　　立：1991 年 2月6日
事 業 内 容：�ビルの管理・運営、店舗の

販売促進・調査研究及び指
導、不動産の賃貸借・売買
並びに売買の斡

あっせん

旋

大
幅
な
C
O
2

削
減
を
実
現

排
出
量
取
引
制
度
に
よ
り
収
益
を
得
る

株式会社 アスタ西東京

武蔵野台地のほぼ中央に位置する西東京市で、地域住民の日々の暮らしを支える商業施設として重要な役割を担うショッピ
ングプラザ アスタ。同施設では、環境省の省エネ対策事業に係る補助事業及びESCOサービスの活用により、空調設備の
省エネ対策に取り組みました。その結果、CO2排出量換算で当初の目標を大幅に上回る18.6％の省CO2を達成。余剰分を

「国内排出量取引制度」で他事業者に販売して収益を得るなど、多大な成果を享受しています。

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
プ
ラ
ザ

　
　
　
　
　
　
ア
ス
タ

FIELD
納 入 事 例

社
会
的
責
任
を
全
う
す
べ
く

省
エ
ネ
対
策
を
強
力
に
推
進
す
る

設
備・省
エ
ネ
分
野
に
お
け
る

技
術
力
に
大
き
な
安
心
感

既存設備を積極的に活用した
省エネ対策により多大な成果を実現

陽光ビルME株式会社
アスタビル事業所
所長

比留間 光雄氏

株式会社アスタ西東京
管理部
副部長

花水 宏曜氏

株式会社アスタ西東京
管理部
施設管理主任

住友 謙介氏

株式会社アスタ西東京
管理部長

亀井 敬氏

株式会社アスタ西東京
代表取締役
専務

古島 立氏

ESCOメニューを運用したことによる電力量の変化。

売り場共有部分の照明、計770灯に高性能の反射板
を導入。照度を確保しながら、蛍光灯の数を4セットから
2セットに減らすという改造も実施している。

防災センターに設置された建物管理システムsavic-netTM20は、15年間
休むことなく活躍している。

用語解説

＊1:ESCO
（Energy Service COmpany）
工場やビルの省エネルギーに関する包括的なサービスの
提供を通じて、そこで得られる効果をサービス提供者が
保証する事業。必要な経費をサービスの利用でもたらさ
れる省エネルギーによる節減分経費の一部によって充
当できるというスキームが大きな特徴。資金の担保など
を顧客が提供し、顧客が一切の償還義務を負う「ギャラ
ンティード・セービングス契約」と、ESCO事業者が一
切の資金提供を行い、顧客が償還義務を負わない「シェ
アード・セービングス契約」という2つの契約形態がある。

■ ESCOメニュー電力量グラフ
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化
、ひ
い
て
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
功
に

大
き
く
貢
献
し
た
も
の
と
評
価
し
て
い

ま
す
」（
矢
野
氏
）

「
ま
た
、シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
行
う
中
で
、

想
定
外
の
調
整
も
度
々
発
生
し
ま
し
た

が
、常
に
丁
寧
か
つ
迅
速
に
対
応
し
て
く

れ
ま
し
た
。そ
の
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
軽
さ

も
非
常
に
印
象
的
で
し
た
」（
小
林
氏
）

　

こ
う
し
た
取
組
み
の
結
果
、当
初
の

予
定
通
り
シ
ス
テ
ム
立
ち
上
げ
が
完
了

し
、サ
ン
ト
リ
ー
酒
類
武
蔵
野
ビ
ー
ル

工
場
の
新
仕
込
プ
ラ
ン
ト
は
、

2
0
0
6
年
12
月
末
に
本
格
稼
働
を

開
始
。以
来
、順
調
な
稼
働
を
続
け
る

中
で
、同
工
場
が
目
指
す
、生
産
工
程
の

安
定
性
、信
頼
性
に
裏
付
け
ら
れ
た
最

高
品
質
の
保
証
に
大
き
く
貢
献
し
て
い

ま
す
。

「
現
場
の
オ
ペ
レ
ー
タ
か
ら
も
、操
作
の

し
や
す
さ
、プ
ロ
セ
ス
の
可
視
性
の
高
さ

が
非
常
に
好
評
で
、仮
に
工
程
の
シ
ー
ケ

ン
ス
を
組
み
替
え
る
と
い
っ
た
作
業
が

必
要
に
な
っ
た
際
も
、ほ
と
ん
ど
の
場

合
、我
々
自
身
が
シ
ス
テ
ム
上
で
対
象

個
所
を
手
軽
に
改
修
し
て
対
応
す
る
こ

と
が
可
能
で
す
。こ
の
よ
う
な
フ
レ
キ
シ

ビ
リ
テ
ィ
も
、山
武
を
選
択
し
た
こ
と
に

よ
る
重
要
な
メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
と
考
え

ま
す
」（
小
川
氏
）

「
今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、既
設
プ
ラ
ン

ト
を
稼
働
さ
せ
な
が
ら
、新
し
い
プ
ラ
ン

ト
に
移
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
難
し

さ
が
あ
り
ま
し
た
が
、安
心
し
て
プ
ラ
ン

ト
や
シ
ス
テ
ム
を
移
行
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。山
武
を
パ
ー
ト
ナ
ー
に
迎

え
た
今
回
の
取
組
み
で
は
、我
々
が
新

プ
ラ
ン
ト
に
お
い
て
目
指
し
た『
最
高
品

質
の
保
証
』と『
フ
レ
キ
シ
ビ
リ
テ
ィ
の

実
現
』を
、具
現
化
で
き
た
も
の
と
高
く

評
価
し
て
い
ま
す
」（
早
乙
女
氏
）

「
今
後
、時
代
の
変
化
と
と
も
に
、我
々

が
目
指
す
工
場
の
理
想
像
も
ま
す
ま
す

変
容
し
て
い
く
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
一
方
で
、計
装
技
術
も
さ
ら
に
進
化

し
て
い
く
で
し
ょ
う
。そ
う
し
た
中
で
、

我
々
と
し
て
は
、計
装
の
プ
ロ
で
あ
る
山

武
と
手
を
携
え
、互
い
に
密
接
な
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
で
、常
に
変

化
に
応
じ
た
次
世
代
へ
の
迅
速
か
つ
的

確
な
対
応
を
実
現
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
」（
横
山
氏
）

　

サ
ン
ト
リ
ー
酒
類
株
式
会
社
武
蔵
野

ビ
ー
ル
工
場
は
、サ
ン
ト
リ
ー
で
最
初
の

ビ
ー
ル
工
場
と
し
て
1
9
6
3
年
4
月

に
竣
工
。以
来
、約
47
年
に
わ
た
り
、“
サ

ン
ト
リ
ー
ビ
ー
ル
の
故
郷
”と
し
て
、同

社
の
ビ
ー
ル
関
連
商
品
製
造
の
基
幹
工

場
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
き
ま
し
た
。

一
方
で
、同
工
場
に
は
商
品
開
発
研
究

所
も
併
設
さ
れ
て
お
り
、そ
の
時
代
時

代
の
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
マ
ッ
チ
し
た
新

商
品
の
開
発
が
日
夜
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。3
年
連
続
で
モ
ン
ド
セ
レ
ク
シ
ョ

ン
＊１

最
高
金
賞
の
栄
誉
に
輝
く
な
ど
国

内
外
で
高
い
評
価
を
得
て
い
る
ザ
・
プ

レ
ミ
ア
ム
・
モ
ル
ツ
も
同
工
場
が
発
祥

で
、現
在
、こ
の
工
場
で
生
産
さ
れ
て
い

る
も
の
は
、同
商
品
を
は
じ
め
と
す
る

各
種
ビ
ー
ル
の
ほ
か
、発
泡
酒
や
缶

チ
ュ
ー
ハ
イ
、ノ
ン
ア
ル
コ
ー
ル
の
ビ
ー

ル
テ
イ
ス
ト
飲
料
な
ど
約
80
品
目
に
上

り
ま
す
。

　

同
工
場
で
は
、竣
工
後
約
30
年
を
経

た
1
9
9
0
年
代
の
中
ご
ろ
か
ら
、30

年
先
の
将
来
に
向
け
て
、工
場
や
各
工

程
を
ど
の
よ
う
な
姿
に
し
て
い
く
べ
き

か
、そ
の
将
来
像
に
つ
い
て
の
基
本
構
想

の
検
討
を
開
始
し
ま
し
た
。そ
の
一
環

と
し
て
、仕
込
工
程
＊2

の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

に
も
着
手
。2
0
0
4
年
か
ら
、よ
り
具

体
的
な
工
程
や
設
備
の
コ
ン
セ
プ
ト
の

確
立
、概
略
設
計
へ
と
フ
ェ
ー
ズ
が
進
む

中
で
、同
工
場
が
描
く
新
た
な
仕
込
プ

ラ
ン
ト
を
具
現
化
す
る
た
め
の

D
C
S
＊3

の
選
定
を
始
め
ま
し
た
。

「
新
プ
ラ
ン
ト
の
基
本
理
念
は
、『
最
高

品
質
の
保
証
』と『
フ
レ
キ
シ
ビ
リ
テ
ィ

の
実
現
』で
す
。最
高
の
品
質
を
保
証
す

る
た
め
に
は
、常
に
ス
ム
ー
ズ
な
生
産
が

行
わ
れ
、安
全
性
、信
頼
性
が
担
保
さ
れ

て
い
る
状
態
で
あ
る
こ
と
が
前
提
と
な

り
ま
す
。ま
た
、今
後
30
年
間
と
い
う
長

期
的
展
望
に
立
ち
、常
に
市
場
の
ニ
ー
ズ

に
合
致
し
た
商
品
を
生
み
出
し
続
け
る

た
め
に
は
、生
産
工
程
や
設
備
の
柔
軟

性
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で

も
あ
り
ま
せ
ん
」（
横
山
氏
）

　

新
プ
ラ
ン
ト
に
お
い
て
は
、同
工
場
が

目
指
す
理
想
的
な
仕
込
プ
ラ
ン
ト
の
将

来
像
を
描
き
、技
術
力
、製
品
、支
援
体

制
な
ど
を
公
平
か
つ
総
合
的
に
評
価
し

た
結
果
、サ
ン
ト
リ
ー
酒
類
武
蔵
野

ビ
ー
ル
工
場
が
仕
込
工
程
の
新
プ
ラ
ン

ト
に
採
用
し
た
の
が
、山
武
の
高
信
頼

オ
ー
プ
ン
・
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
・
シ
ス

テ
ム Industrial-D

EO
TM

と
バ
ッ
チ
＊4

管
理
パ
ッ
ケ
ー
ジB

atch S
uite

TM

で

し
た
。

「
選
定
に
当
た
っ
て
念
頭
に
置
い
た
の

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
強
化
に
よ
り

次
世
代
へ
の
的
確
な
対
応
を
目
指
す

サントリー酒類株式会社 
武蔵野ビール工場

サントリービール発祥の地であるサントリー酒類武蔵野ビール工場は、環境に調和した都内唯一のビール工場としても知られています。同工場で
は「最高品質の保証」と「フレキシビリティの実現」をコンセプトに、仕込プラントのリニューアルを実施。新プラントの立ち上げに際しては、計装シ
ステムを担当するパートナーとして山武を選定し、生産プロセスの運転・制御システム及びバッチ管理パッケージを導入しました。その結果、仕込
工程における高度な安定性、信頼性とともに将来に向けた拡張性を実現。同工場が描く生産工程の将来像を具現化するものとなりました。

サ
ン
ト
リ
ー
酒
類
株
式
会
社

　
　
　
武
蔵
野
ビ
ー
ル
工
場

FIELD
納 入 事 例

30
年
間
と
い
う
長
期
的
展
望
に
立
ち

新
プ
ラ
ン
ト
の
構
築
に
取
り
組
む

製
品
の
機
能
だ
け
で
な
く

技
術
的
総
合
力
を
評
価

30年先を見据えた工場の姿を
フレキシビリティに優れた計装システムで具現化

武蔵野ビール工場
醸造部門

小川 治氏

武蔵野ビール工場
エンジニアリング部門

矢野 哲次氏

武蔵野ビール工場
エンジニアリング部門

小林 利也氏

武蔵野ビール工場
技師長

（エンジニアリング担当）

早乙女 明良氏

武蔵野ビール工場
工場長

横山 恵一氏

麦芽の殻を取り除き、澄んだ麦汁を取り出すろ過槽と麦汁受け槽

ポ
ー
ト
力
な
ど
の
総
合
的
な
観
点
か

ら
、将
来
に
わ
た
っ
て
我
々
を
継
続
的
に

支
援
し
て
く
れ
る
パ
ー
ト
ナ
ー
を
選
択

し
た
結
果
で
す
」（
早
乙
女
氏
）

　

実
際
の
導
入
作
業
は
、「
お
い
し
い

ビ
ー
ル
を
つ
く
る
」と
い
う
共
通
の
目
標

の
下
に
サ
ン
ト
リ
ー
と
山
武
の
両
技
術

陣
の
間
で
気
持
ち
や
言
葉
合
わ
せ
を
行

い
、お
互
い
の
理
解
を
深
め
、プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
成
功
さ
せ
る
た
め
の“
協
働
”作

業
を
開
始
し
ま
し
た
。

「
サ
ン
ト
リ
ー
グ
ル
ー
プ
全
社
で
は
、山

武
の
D
C
S
を
採
用
し
た
実
績
が
あ
り

ま
す
。今
回
、ビ
ー
ル
工
場
で
山
武
の

D
C
S
を
採
用
す
る
の
は
初
め
て
で
し

た
が
、採
用
当
初
の
技
術
的
総
合
力
へ
の

期
待
通
り
、全
く
心
配
な
く
仕
込
プ
ラ

ン
ト
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
」（
早
乙
女
氏
）

「
山
武
が
我
々
と
の
間
で
、と
も
に
理
想

的
な
プ
ラ
ン
ト
を
実
現
し
て
い
く
た
め

の
チ
ー
ム
と
し
て
の
意
識
を
持
ち
、そ
う

し
た
取
組
み
に
も
真し

ん
し摯

に
対
応
し
て
く

れ
た
こ
と
は
、そ
の
後
の
工
程
の
効
率

は
、製
品
あ
り
き
で
は
な
く
、我
々
が
描

く
プ
ラ
ン
ト
の
将
来
像
を
し
っ
か
り
と

受
け
止
め
、そ
の
実
現
に
向
け
て
確
か

な
技
術
力
で
応
え
て
く
れ
る
ベ
ン
ダ
ー

で
あ
る
こ
と
。つ
ま
り
、製
品
自
体
の
機

能
性
が
優
れ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、

フ
ィ
ー
ル
ド
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
力
や
サ

1

2

1  インフォメーションルームに設置されたIndustrial-DEO及びBatch Suiteの運転・制
御用端末。

2  サントリー酒類株式会社 武蔵野ビール工場では、ビールの仕込工程のほか、包装工程
にも山武の協調オートメーション・システム HarmonasTMを導入している。

用語解説

＊1:モンドセレクション
ベルギー政府系の民間団体が食品分
野を中心とした製品の技術的水準を審
査し認証している。ジャンルは、ビール・
菓子・たばこ・美容などのカテゴリから
さらに100以上のグループに分かれて
おり、カテゴリごとに最高金賞、金賞、
銀賞、銅賞が授与される。

＊2:仕込工程
粉砕した麦芽に水を加え、ビールのも
とになる糖液である麦汁を作る工程。
ここで作られた麦汁は、その後、「発
酵」「貯酒」「ろ過」「缶詰め」という各
工程を経てビール製品となる。

＊3:DCS
（Distributed Control 
System）
工場の生産システムなどを構成する
各機器に搭載された制御装置をネット
ワークで接続し、相互に通信、監視
し合う仕組みを提供するもの。分散制
御システム。

＊4:バッチ
1つ以上の設備を用いて、あらかじめ
定められた時間内に所定の原料などを
供給し、順序付けられた一連の製造
手順を実行することによって製品を製
造する生産方式。

所　在　地：東京都府中市矢崎町 3-1
竣　　　工：1963 年 4 月20 日
事 業 内 容： ビール、発泡酒、ビールテ

イスト飲料、缶チューハイや
缶カクテルなどの低アルコー
ル飲料などの生産及び商品
開発



庫
を
抱
え
て
い
ま
し
た
。例
え
ば
コ
ン
ト

ロ
ー
ラ
な
ど
プ
リ
ン
ト
基
板
を
内
蔵
す

る
製
品
の
製
造
に
お
い
て
は
、山
武
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
プ
ロ
ダ
ク
ト
で
プ
リ
ン
ト
基

板
を
製
造
、一
時
保
管
し
、出
荷
の
際
に

出
荷
検
査
を
実
施
。受
入
れ
側
の
藤
沢

工
場
や
伊
勢
原
工
場
で
は
納
品
の
際
に

受
入
れ
検
査
を
経
て
一
時
保
管
を
す
る

な
ど
、検
査
が
重
複
し
、仕
掛
り
で
あ
る

一
時
保
管
も
多
く
発
生
し
て
い
た
た

め
、
効
率
が
悪
い
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
各
工
場
の
位
置
付
け

と
役
割
を
明
確
に
し
、
2
0
0
6
～

2
0
0
7
年
5
月
に
か
け
て
生
産
工
程

の
移
転
・
集
約
を
行
い
ま
し
た
。藤
沢
工

場
は
研
究
・
開
発
・
設
計
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ

ン
グ
部
門
を
中
心
と
し
た
事
業
所
と
し

て
藤
沢
テ
ク
ノ
セ
ン
タ
ー
に
生
ま
れ
変

わ
り
、シ
ス
テ
ム
工
場
で
あ
る
伊
勢
原
工

場
で
は
、プ
リ
ン
ト
基
板
、セ
ン
サ
、コ
ン

ト
ロ
ー
ラ
の
製
造
か
ら
シ
ス
テ
ム
の
組

み
立
て
、
検
査
ま
で
が
一
貫
し
て
行
え

る
体
制
が
整
い
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、仕
掛
り
在
庫
は
伊
勢
原
工

場
で
約
4
割
削
減
さ
れ
、
在
庫
の
ム
ダ
を

大
き
く
削
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
同
種
の
製
品
の
工
程
を
１
カ
所
に

集
約
す
る
こ
と
に
よ
り
、生
産
効
率
が
劇

的
に
向
上
し
、リ
ー
ド
タ
イ
ム
も
大
き
く

短
縮
さ
れ
ま
し
た
。も
ち
ろ
ん
、
こ
う
し

た
成
果
は
、
製
品
の
品
質
向
上
に
も
つ
な

　

azbil

グ
ル
ー
プ
で
は
、
２
０
０
７
～

２
０
０
９
年
を「
基
盤
を
確
た
る
も
の
に

す
る
期
」と
位
置
付
け
、
グ
ル
ー
プ
各
社

を
含
む
国
内
の
営
業
、
生
産
の
各
拠
点

に
つ
い
て
統
合
・
再
編
に
取
り
組
み
、さ

ら
な
る
体
質
強
化
を
目
指
し
て
活
動
し

て
き
ま
し
た
。

　

メ
ー
カ
ー
で
あ
る
山
武
で
は
、製
品
を

通
し
て
お
客
さ
ま
に
提
供
で
き
る
価
値

の
最
大
化
や
、国
内
を
含
む
グ
ロ
ー
バ
ル

市
場
に
お
け
る
競
争
力
の
確
保
と
い
う

目
的
に
よ
り
、
2
0
0
5
年
4
月
に
生

産
再
編
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
発
足

さ
せ
、「
第
一
次
生
産
再
編
」「
第
二
次
生

産
再
編
」と
い
う
2
つ
の
フ
ェ
ー
ズ
を
段

階
的
に
踏
み
な
が
ら
、
グ
ル
ー
プ
企
業

を
含
め
た
生
産
ラ
イ
ン
の
効
率
化
と
組

織
面
の
強
化
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

第
一
次
生
産
再
編
の
取
組
み
で
目
指

し
た
の
が
、
部
品
の
調
達
か
ら
前
工
程
、

本
工
程
に
至
る
す
べ
て
の
工
程
を
１
つ

の
工
場
で
完
結
す
る
一
貫
生
産
体
制
へ

の
移
行
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
１
つ
の
製
品
が
完
成
す

る
ま
で
に
複
数
の
工
場
を
ま
た
い
で
生

産
し
、そ
れ
ぞ
れ
の
工
場
で
手
持
ち
の
在

が
り
、さ
ら
に
お
客
さ
ま
の
希
望
納
期
に

応
え
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

一
方
、
第
二
次
生
産
再
編
は
工
場
の

特
性
を
発
揮
で
き
る
仕
組
み
と
人
材
及

び
生
産
機
能
の
大
部
屋
化
を
目
的
に

2
0
0
8
年
4
月
に
ス
タ
ー
ト
、
現
在

も
継
続
中
で
す
。こ
の
フ
ェ
ー
ズ
で
は
、ビ

ル
デ
ィ
ン
グ
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン（
B
A
）

事
業
や
ア
ド
バ
ン
ス
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン

（
A
A
）事
業
な
ど
事
業
単
位
で
生
産
部

署
を
持
っ
て
い
た
縦
割
り
の
組
織
を
、事

業
の
枠
を
超
え
た
全
社
横
断
的
な
位
置

付
け
の
生
産
部
へ
と
統
合
し
ま
し
た
。

B
A
、A
A
の
両
分
野
の
生
産
ノ
ウ
ハ
ウ

を
共
有
化
。担
当
社
員
一
人
ひ
と
り
の

能
力
を
高
め
、い
ず
れ
の
分
野
に
も
対
応

で
き
る
多
能
工
化
を
目
指
し
、
事
業
の

枠
を
超
え
て
負
荷
変
動
な
ど
に
対
応
し

や
す
い
組
織
と
し
ま
し
た
。

　

今
後
、山
武
で
は
、こ
う
し
た
生
産
再

編
をazbil

グ
ル
ー
プ
の
さ
ら
に
広
範
な

分
野
に
お
い
て
展
開
し
て
い
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。ま
た
、
国
内
に
と
ど
ま
ら
ず

海
外
を
含
む
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
で
の

計
画
を
進
め
て
お
り
、
海
外
工
場
を
量

産
型
製
品
の
生
産
拠
点
と
位
置
付
け
、

日
本
を
経
由
せ
ず
に
全
世
界
に
出
荷
で

き
る
よ
う
な
生
産
体
制
の
整
備
に
も
注

力
し
て
い
き
ま
す
。

人を中心としたオートメーションを目指して

vol.22

グローバル市場における競争力確保とお客さまに提供する価値の最大化を目指し、
そのカギとなる生産再編に取り組む。工程の集約による一貫生産体制と
組織再編による部門間のノウハウ共有で生産コスト削減とリードタイム短縮を実現。

2
つ
の
フ
ェ
ー
ズ
を
通
し
た

生
産
再
編
の
段
階
的
な
取
組
み

事
業
ご
と
の
垣
根
を
取
り
払
い

各
部
門
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
共
有
化

各
工
場
に
分
散
し
て
い
た
工
程
を
集
約

一
貫
し
た
生
産
体
制
を
整
備

事業力強化と製品価値最大化を目指し
生産再編プロジェクトを積極的に推進

Mind
Human-centered automation

コントローラ組立

組配・検査

山武コントロールプロダクトの秦野工場でプリント基板などを製作。第一次生産再編で
秦野工場から伊勢原工場へ移転。

山武コントロールプロダクト 秦野工場などで製造されたプリント基板を用い、山武の藤沢
工場や伊勢原工場でコントローラを組み立てる。第一次生産再編で伊勢原工場へ集約。

完成したコントローラは伊勢原工場で、出荷用のシステム制御盤へ組み付けられ
る。システム制御盤としての最終検査が行われる。第一次生産再編により、山武の 
伊勢原工場で一貫生産が可能となった。

プリント基板製造

山
武
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
プ
ロ
ダ
ク
ト

〈
秦
野
工
場
〉

山
武〈
藤
沢
工
場
・
伊
勢
原
工
場
〉

山
武〈
伊
勢
原
工
場
〉

伊
勢
原
工
場
で
一
貫
生
産

株式会社 山武
アドバンスオートメーションカンパニー
湘南生産部長

野口 斉

株式会社 山武
伊勢原生産部長

田中 良

株式会社 山武
生産企画部長

勝田 久哉

株式会社 山武
執行役員

河合 真

12　　　 Mar.201013 Mar.2010 



本書を5名の方にプレゼントいたします。
お名前、貴社名・部署名、ご住所、電話番号、宛名ラ
ベルに表示されております8桁の登録番号をご記入の
上、下記宛先に3月末日までにご応募ください。厳正な
抽選の上、当選者ご本人に直接当選の連絡をいたし
ます。なお、社員並びに関係者は応募できません。

製 品 情 報

展 示 会 情 報

ニ ュ ー ス

セミナー情報

P r e s e n t

最近、私の周りは妊娠・出産ラッシュです。不景
気のため家族で過ごす時間が増えたからか？はた
また民主党の子ども手当てが呼び水となったか？ 
いずれにせよ、子どもが増えるのは嬉しいことで
す。子どもが周りにいるだけで場が本当に明るくな
り、みんながニコニコになるから子どものパワーは
絶大ですね。フランスのママたちのヌヌ活用には、
母親の“強さ”を感じました。日本の母たちも力を合
わせて子育てによい環境を築けるといいのにと思
います。（akubi）

azbilグループＰＲ誌「azbil」を
ご愛読いただき、

ありがとうございます。

編 集 後 記

▪本誌に関するお問い合わせやご意見、ご希
望、ご感想、取り上げてほしいテーマなど、皆
さまからのお便りをお待ちしております。お
名前、貴社名・部署名、ご住所、電話番号、
宛名ラベルに表示されております8桁の登
録番号などをご記入の上、下記まで郵送、
FAX、電子メールなどでお寄せください。

▪ご住所などの変更に関するご連絡は、宛名
ラベルに表示されております８桁の登録番
号も併せてお知らせください。

▪お問い合わせ・プレゼント応募宛先
〒100-6419

東京都千代田区丸の内2-7-3 東京ビル
株式会社 山武
azbil 編集事務局
TEL：03 -6810 - 1006
FAX：03 - 5220 - 7274
E-mail：azbil-pr@jp.yamatake.com　

▪発行日：2010年 3月 1日
▪発　行：PR誌 azbil 編集事務局
▪発行責任者：岡 訓仁
▪制　作：日経BP企画

Topics
フランスの子育てが、
日本よりも10倍楽な理由

現地で主夫をしながら子育てをした
著者が、先進国の中でフランスだ
けが出生率を回復させた秘密を紹
介。シングルマザーでも4人の子ど
もを育てられる国と、共働きでも子
育てに経済的な不安を感じる国
の違いとは何かを探る。
▪洋泉社 
▪横田 増生 著
▪価格1470円（税込）

展

示

会

情

報

SECURITY SHOW
会　　期：3/9（火）～3/12（金）
時　　間：10:00～17:00（最終日のみ16:30終了）
会　　場：東京ビッグサイト
主　　催：日本経済新聞社
入 場 料：1,500円（Webサイト事前登録者は無料）

出展内容：savic-net FX セキュリティシステム、入
出門管理システム、入退室管理システム 
IDSMART、アクティブタグ、VISUACT、
認術修業

● 株式会社 山武　ビルシステムカンパニー　コミュニケーションマーケティング部　TEL：03 - 6810 -1112　

ニ

ュ

ー

ス

長野県県民文化会館（ホクト文化ホール）におけるCO2削減事業の
国内クレジット制度事業承認について
株式会社 山武は、長野県と中部電力株式会社の国
内クレジット制度（国内排出削減量認証制度）に基づ
く排出削減事業「複数手法によるホールの省エネ事
業」の共同申請を支援し、国内クレジット認証委員会
にて事業承認を受けました。本事業は、コンサートホー
ルにおける空調熱源の高効率化、換気・空調システム
の運用改善、及び照明設備の高効率化という複数の
手法によってホール全体の省エネを図り、約129トン
-CO2／年の削減を図るものです。当社は、本事業の省
エネ計画・施工及び事業申請にかかわる計画策定など
を担当し、今後モニタリングの支援も行う予定です。

【今回の排出削減事業の概要】
事 業 名 称：複数手法によるホールの省エネ事業
実施事業所：長野県県民文化会館（ホクト文化ホール）
事業参画者：長野県（排出効果ガスの削減事業の実

施主体）、中部電力株式会社（国内クレ
ジットの購入予定者）、株式会社 山武

（省エネ計画・施工・運用及びソフト支援
事業者）

CO2年間削減量（獲得クレジット量）：約129トン-CO2／年
クレジット認証期間：2010年4月1日～2013年3月31日

● 株式会社 山武　ビルシステムカンパニー　コミュニケーションマーケティング部　TEL：03 - 6810 -1112

デイサービス かたくりの里 中村橋、かたくり
中村橋（居宅介護支援部門）外観

ニ

ュ

ー

ス

山武ケアネット、デイサービス「かたくりの里 中村橋」を開設
山武ケアネット株式会社は、azbilグループ全体の基
盤整備強化策の一環として、34店舗目（デイサービ
スでは７店舗目）の、デイサービス「かたくりの里 中村
橋」を開設しました。さらに「かたくり中村橋」（居宅介
護支援部門のみ）を同施設内に移転、2010年2月 
1日より業務を開始しました。

【デイサービス かたくりの里 中村橋】
住　所：〒176-0023 
　　　　東京都練馬区中村北３-１９-１３
電　話：03-3577-9558　
F ＡＸ：03-3998-7687
定　員：１０名／日（小規模型事業所）
特　長：手作りで温かい昼食・おやつを提供（１食

８００円／おやつ代込み）、定員１０名の少人
数制、ご利用者さま一人ひとりの個性を活か
したサービスを提供、地域施設（幼稚園など）
との交流会を開催　

【かたくり 中村橋（居宅介護支援部門）】
住　所：〒176-0023 
　　　　東京都練馬区中村北３-１９-１３
電　話：03-3577-9557　
F ＡＸ：03-3998-7587

● 山武ケアネット株式会社　TEL：03 - 5718 - 5100

ニ

ュ

ー

ス

ニ

ュ

ー

ス

上海アズビル制御機器有限公司がISO14001を認証取得

アラブ首長国連邦アブダビに支店を開設

● 株式会社 山武　
　経営企画部広報グループ　TEL：03 - 6810 -1006

● 株式会社 山武　経営企画部広報グループ　TEL：03 - 6810 -1006

株式会社 山武の中国・上海の現地法人、上海アズビ
ル制御機器有限公司のザン橋（ザンチャオ）工場が、
2009年12月11日に環境マネジメントシステムに関す
る国際規格「ISO14001」を認証取得しました。

【上海アズビル制御機器有限公司】
中国において、工業市場における製品とシステムの販
売、生産、計装、ハードウエア及びソフトウエアの設計、

株式会社 山武の海外現地法人、アズビル・ベルカ・イ
ンドネシア株式会社が、2009年12月15日に環境マ
ネジメントシステムに関する国際規格「ISO14001」
を認証取得しました。

株式会社 山武は、アラブ首長国連邦アブダビ首長
国でのビルディングオートメーション（BA）事業を中心と
したビジネスの展開・拡大を図るため、2010年1月に
アブダビ支店を開設しました。
中東地域では、2008年末の世界同時不況により、ド
バイが大きく景気後退する一方で、石油産出国である

アップグレード、エンジニアリング、メンテナンスサービ
ス、技術トレーニングを展開しています。

【上海アズビル制御機器有限公司　ザン橋工場】
2003年 南橋工場を設立、2008年12月に現在のザ
ン橋工場へ移転。中国向け工業市場へ、中央監視制
御機器であるDCSをはじめ、制御・動力盤、発信器、コン
トロールバルブを製造。

【アズビル・ベルカ・インドネシア株式会社】
インドネシアにおいて、工業用及び建物用に関する
オートメーション機器・システムの販売をはじめ、計装、
エンジニアリング、サービスを展開。

アブダビは、地域冷房事業や新築のビルやホテルな
どの建設に代表される堅調な投資が継続しています。
こうした背景を踏まえ、今回新設したアブダビ支店は
BA事業を中心に積極的にビジネスを展開し、5年後
に10億円規模を目指します。
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アズビル・ベルカ・インドネシアがISO14001を認証取得

● 株式会社 山武　経営企画部広報グループ　TEL：03 - 6810 - 1006
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azbilグループ、社員の自主的な社会貢献活動として
「azbilみつばち倶楽部」を発足
〜会員の支援金を集め、寄付先を会員が提案・決定〜

アジアESCOカンファレンスで講演
〜省エネルギー／省CO2技術をアピール〜

株式会社 山武をはじめとするazbilグループは、このた
び自主的な社会貢献活動を推進するため、任意団体
として「azbilみつばち倶楽部」を設立し、活動を開始
しました。
azbilグループの社会貢献活動は、「本業を通じた社
会貢献」と森林保全・海岸清掃などの「社員の自主的
な社会貢献」の両面から展開しており、企業価値最
大化のための企業文化・企業風土の醸成を通じて社
会からの期待に応えられるよう、積極的に推進してい

株式会社 山武は、インド ニューデリーのHotel Le 
Meridien（ホテル ル メリディアン）で開催された、アジ
ア諸国の省エネ推進を目的としたカンファレンス「アジ
アESCOカンファレンス2010」に参加し、当社社員
が講演を行いました。
当フォーラムは「エネルギー及び地球環境問題の解
決に貢献」することをミッションとしている独立行政法
人 新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）
が、ESCO産業の育成を通じてアジア全体の省エネ
推進を図ることを目的に、2001年から開催しているも
のです。
第3回の開催となった本年度、当社はESCOプロジェ
クト実施事例のセッションにおいて「業務用ビルの
ESCO事業」について講演し、BEMS（建物のエネ
ルギー管理システム）を活用した省エネルギーや、日
本国内において圧倒的なシェアを持つ業務用ビル
ESCOなどの紹介を行いました。中でも、年間エネル

ます。
今回発足した「azbilみつばち倶楽部」は幅広い社員
が参加可能な自主的社会貢献プログラムであり、会
員はazbilグループ社員、役員の中で本プログラムの
趣旨に賛同した有志で構成され、毎月１口１００円から
給与天引きなどで参加することができます。集まった支
援金に会社からも支援金を上積みし、会員自身が社
会貢献活動としてかかわっている団体や活動を優先
し、会員が提案、投票で寄付先を決定します。

ギー消費量を
約 2 0 . 8 % 削
減したホテル
の省エネ改善
事例は聴講者

（ 約 3 0 0 名 ）
から注目を集め、建物省エネルギーにおける同国での
認知度を高めることとなりました。

【アジアESCOカンファレンス2010】
目　　的 ： アジアにおけるESCO産業の育成を通

じ、アジア全体の省エネ推進と、日本とア
ジア諸国の連携強化により、ESCO事
業者の事業機会を発掘

主　　催 ： 独立行政法人 新エネルギー・産業技術
総合開発機構（NEDO）

講演内容 ： 業務用ビルのESCO事業実施例

● 株式会社 山武　経営企画部広報グループ　TEL：03 - 6810 - 1006

● 株式会社 山武　ビルシステムカンパニー　コミュニケーションマーケティング部　TEL：03 - 6810 -1112
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藤沢テクノセンターが
「かながわ地球環境賞」を受賞

● 株式会社 山武　
　経営企画部広報グループ　TEL：03-6810-1006

株式会社 山武　藤沢テクノセンターは、省エネル
ギーへの取組みを徹底していることや、省エネ工場見
学会を実施し、国内外から広く見学者を受け入れてい
ることなどが評価され、神奈川県及びかながわ地球環
境保全推進会議が主催する「かながわ地球環境賞」
を受賞しました。
かながわ地球環境賞とは、平成5年度より、地球環境
保全に向けた地域からの着実な行動の推進と意識
の向上を目指し、環境保全に向けて実践的・継続的
な行動を行っている団
体などに対して授与し、
表彰を行っています。
平成21年度は当社藤
沢テクノセンターを含め
5団体が受賞しました。

【アブダビ支店】
開 設 日 ： 2010年1月1日
住　　所 ： Ground Floor, Bldg. No.60, AI 

Dhafra Street, Abu Dhabi
支 店 長 ： 鈴木 格（すずき ただす）
業務内容 ： アブダビにおけるオートメーション機器・シ

ステムの販売をはじめ、計装、エンジニア
リング、サービスを展開

14　　　 Mar.201015 Mar.2010 
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